
(57)【要約】

【課題】ゴムタイヤ材料に張力を与えるとともにゴムタ

イヤ材料を支持する支持手段を備え、ゴムタイヤ材料の

切断位置を外してゴムタイヤ材料を支持しカッタでゴム

タイヤ材料を切断する切断装置を提供する。

【解決手段】入側コンベア２及び出側コンベア３上へ送

られたゴムタイヤ材料４の前後を押付け部材９により押

付け、受台２１を上昇させてゴムタイヤ材料４に一定張

力を加え、ゴムタイヤ材料４は中間部を受台２１の２列

の平行な条材部２２，２２で支持し、条材部２２，２２

間のゴムタイヤ材料４の下面に空間を保つ。この状態の

もとで、超音波カッタ７により条材部２２，２２の間で

ゴムタイヤ材料４を矢印Ｂ方向に切断すると、後部側ゴ

ムタイヤ材料４の先端切り口部にはカッタ刃先７ａによ

る押え圧縮変形が生じなくなる。

【選択図】　　　図１

JP 2004-114231 A 2004.4.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 長 さ 方 向 に 一 定 の 張 力 を 与 え カ ッ タ で 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 所 定 長 さ に
切 断 す る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 張 力 を 与 え る と と も
に 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 す る 支 持 手 段 を 備 え 、 前 記 支 持 手 段 が 前 記 カ ッ タ に よ る 前 記
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 位 置 を 外 し て 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ ッ タ が 超 音 波 カ ッ タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切
断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 支 持 手 段 が 複 数 の 平 行 な 条 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ゴ ム
タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 支 持 手 段 が Ｃ 型 、 Ｌ 型 ま た は Ｈ 型 の 型 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い
ず れ か に 記 載 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に お い て 、 前 記 ゴ ム タ イ ヤ
材 料 を 前 記 支 持 手 段 で 支 持 し 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 支 持 位 置 を 外 し て 前 記
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は タ イ ヤ 成 形 設 備 等 で 使 用 さ れ る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 と 切 断 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
タ イ ヤ 成 形 設 備 等 へ の 材 料 供 給 系 に は 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を タ イ ヤ 一 本 分 の 長 さ に 切 断 す る
切 断 装 置 を 用 い る 場 合 が あ る 。 こ の 切 断 装 置 の 一 つ と し て 、 超 音 波 カ ッ タ を 使 用 し て ゴ ム
タ イ ヤ 材 料 を 切 断 す る 装 置 が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 図 ３ は 従 来
の 技 術 に 係 る 切 断 装 置 の 概 要 を 示 す 平 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ｉ Ｖ ～ Ｉ Ｖ 矢 視 図 、 図 ５ は 従 来
の 技 術 に 係 る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 切 断 装 置 の 昇 降 式 受 台 部 分 付 近 の 側 面 図 、 図 ６ は 図 ５ の 機 構
を 設 け た 装 置 に よ り 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 り 口 形 状 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ に お い て 、 １ は 左 右 方 向 に 沿 っ て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 切 断 す る よ う 設 け ら れ た 切 断 装 置
、 ２ ， ３ は 切 断 装 置 １ の 中 央 部 下 方 で 切 断 装 置 と 直 交 す る 方 向 に 入 側 （ 図 ３ の 下 側 ） と 出
側 （ 図 ３ の 上 側 ） に 連 続 的 に 配 置 し た 入 側 コ ン ベ ア 及 び 出 側 コ ン ベ ア 、 ４ は 入 側 コ ン ベ ア
２ 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ に 乗 せ て 図 ３ の 下 側 か ら 上 側 へ 送 ら れ る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 、 切 断 装 置 １ は 、 入 側 コ ン ベ ア ２ 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ を 幅 方 向 に 跨
い で 設 け た 門 型 固 定 フ レ ー ム ５ ａ 、 固 定 フ レ ー ム ５ ａ に 固 定 支 持 し て 入 側 コ ン ベ ア ２ と 出
側 コ ン ベ ア ３ の 中 心 線 位 置 に 対 向 さ せ た 前 後 方 向 （ 図 ３ の 上 下 方 向 ） の 門 型 フ レ ー ム ５ ｂ
、 門 型 フ レ ー ム ５ ｂ の 脚 部 端 に 中 間 部 を 固 着 し て 入 側 コ ン ベ ア ２ 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ と 対
向 さ せ た 幅 方 向 の 一 対 の 横 フ レ ー ム ５ ｃ か ら な る 本 体 フ レ ー ム ５ と 、 固 定 フ レ ー ム ５ ａ の
桁 部 分 を 軌 条 及 び 支 持 部 と し ラ ッ ク ギ ヤ 又 は 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト チ ェ ー ン 等 の 横 行 機 構 ６ に
よ り 門 型 フ レ ー ム ５ ｂ 内 空 間 部 を 左 右 に 移 動 可 能 に 設 け た 超 音 波 カ ッ タ ７ と 、 一 対 の 横 フ
レ ー ム ５ ｃ 内 か ら 下 へ エ ア ー シ リ ン ダ ８ 等 に よ り 出 入 移 動 し ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 入 側 コ ン
ベ ア ２ 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ へ 押 付 け る 弾 性 材 製 の ビ ー ム 状 押 付 け 部 材 ９ と 、 入 側 コ ン ベ ア
２ と 出 側 コ ン ベ ア ３ の 間 で シ リ ン ダ １ ０ 等 に よ り 昇 降 さ れ る ビ ー ム 状 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 受
台 １ １ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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図 ５ に 示 す よ う に 、 従 来 、 昇 降 式 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 受 台 １ １ は 、 ス テ ン レ ス 製 等 の ビ ー ム
１ ２ の 上 面 に 硬 質 ゴ ム １ ３ を フ ラ ッ ト に 埋 め こ み 形 成 し て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 支 持 す る よ
う に し 、 前 記 超 音 波 カ ッ タ ７ の カ ッ タ 刃 先 ７ ａ が 受 台 １ １ の 硬 質 ゴ ム １ ３ 部 上 で ゴ ム タ イ
ヤ 材 料 ４ を 切 断 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
な お 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ 中 で 矢 印 Ａ は ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の コ ン ベ ア 送 り 方 向 、 図 ３ 中 で 矢
印 Ｂ は 超 音 波 カ ッ タ ７ の 送 り （ 切 断 ） 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 切 断 装 置 １ に よ る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 切 断 は 、 図 ４ 、 図 ５ で 示 す 昇 降 式 受 台 １ １ を 入
側 コ ン ベ ア ２ 及 び 出 側 コ ン ベ ヤ ３ と 同 じ 鎖 線 高 さ に 下 げ た 状 態 で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 設 定
さ れ た 長 さ 矢 印 Ａ 方 向 に 送 り 、 押 付 け 部 材 ９ を 降 下 し て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 入 側 コ ン ベ ア
２ 面 及 び 出 側 コ ン ベ ヤ ３ 面 へ 押 付 け 、 受 台 １ １ を 実 線 で 示 す よ う な 一 定 高 さ 位 置 に 上 昇 し
て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ に 一 定 張 力 を 与 え 、 超 音 波 カ ッ タ ７ の カ ッ タ 刃 先 ７ ａ を 受 台 １ １ 上 の
硬 質 ゴ ム １ ３ 面 に 沿 わ せ て 矢 印 Ｂ 方 向 （ 図 ３ ） へ 移 動 さ せ る 方 法 で 行 う 。 こ の と き 、 ゴ ム
タ イ ヤ 材 料 ４ に 与 え る 一 定 の 張 力 で 材 料 の 持 つ 癖 と 歪 が 矯 正 さ れ る こ と に よ り 、 ゴ ム タ イ
ヤ 材 料 ４ が 超 音 波 カ ッ タ ７ で 容 易 に 確 実 に 切 断 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ７ ８ １ ４ ８ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 こ の 方 法 及 び 装 置 に よ る 場 合 、 図 ５ で 示 す ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 切 断 時 に カ ッ タ
７ の カ ッ タ 刃 先 ７ ａ 下 面 が 切 断 さ れ た 後 部 側 材 料 先 端 部 を 硬 質 ゴ ム １ ３ 面 に 押 付 け て 圧 縮
す る 作 用 を 生 じ 、 そ の 結 果 、 図 ６ で 示 す よ う に 切 断 さ れ た 後 部 側 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ 先 端
切 断 部 が 凹 曲 状 に 変 形 し 、 製 品 の 品 質 に 影 響 を 及 ぼ す 問 題 が あ る 。 本 発 明 は 、 上 述 し た 問
題 を 解 決 し 、 高 精 度 で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 切 断 可 能 な 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と
し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 長 さ 方 向 に 一
定 の 張 力 を 与 え カ ッ タ で 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 所 定 長 さ に 切 断 す る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断
装 置 で あ っ て 、 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 張 力 を 与 え る と と も に 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 す
る 支 持 手 段 を 備 え 、 前 記 支 持 手 段 が 前 記 カ ッ タ に よ る 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 位 置 を 外
し て 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 コ ン ベ ア 上 へ 送 ら れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 前 後 を 押 付 け 部 材 に よ り コ ン
ベ ア 面 に 押 付 け 、 支 持 手 段 を 上 昇 さ せ て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 一 定 張 力 を 加 え 、 こ の 状 態 の も
と で 、 カ ッ タ に よ り ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 手 段 の 支 持 位 置 を 外 れ た 位 置 で 切 断 す る と 、 切
断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 端 は 撓 み 自 由 に な り 、 後 部 側 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 先 端 切 り 口 部 に
は カ ッ タ 刃 先 に よ る 押 え 圧 縮 変 形 が 生 じ な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ム タ
イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ が 超 音 波 カ ッ タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 超 音 波 カ ッ タ を 使 用 し て い る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に も 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 手 段 が 複 数 の 平 行 な 条 材 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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上 記 構 成 に よ れ ば 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 位 置 の 前 後 を 平 行 な 条 材 で 挟 む よ う に 支 持 す る
こ と に よ り 、 切 断 時 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 掛 か る 荷 重 を 切 断 位 置 の 前 後 で 略 均 等 に し て 切 断
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ
か に 記 載 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 手 段 が Ｃ 型 、 Ｌ 型 ま た は Ｈ 型 の
型 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 厚 さ に 応 じ て 実 験 に よ り 求 め た 適 切 な 型 材 を 選 択 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 の 方 法 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の
い ず れ か に 記 載 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 装 置 に お い て 、 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 前 記 支 持 手
段 で 支 持 し 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 支 持 位 置 を 外 し て 切 断 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 方 法 に よ れ ば 、 コ ン ベ ア 上 へ 送 ら れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 前 後 を 押 付 け 部 材 に よ り コ ン
ベ ア 面 に 押 付 け 、 支 持 手 段 を 上 昇 さ せ て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 一 定 張 力 を 加 え 、 こ の 状 態 の も
と で 、 カ ッ タ に よ り ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 手 段 の 支 持 位 置 を 外 れ た 位 置 で 切 断 す る と 、 切
断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 端 は 撓 み 自 由 に な り 、 後 部 側 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 先 端 切 り 口 部 に
は カ ッ タ 刃 先 に よ る 押 え 圧 縮 変 形 が 生 じ な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 従 っ て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に か か る
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 切 断 装 置 の 昇 降 式 受 台 部 分 付 近 の 側 面 図 と 受 台 の 斜 視 説 明 図 、 図 ２ は 図 １
の 機 構 を 設 け た 装 置 に よ り 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 り 口 形 状 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
な お 、 図 １ 乃 至 図 ６ に お い て 、 同 じ 構 成 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ れ ら に つ い て の
重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 で は 、 切 断 時 に ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 一 定 張 力 を 与 え る 昇 降 式 受 台 を ２ 列 の 平 行 な 条 材
部 で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 と 接 す る よ う に 構 成 し 、 材 料 切 断 ラ イ ン の 前 後 を ２ 列 の 平 行 な 条 材 で
押 上 げ 支 持 し た 状 態 の も と で 、 超 音 波 カ ッ タ に よ り 条 材 部 の 間 の 部 分 で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の
切 断 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ （ ａ ） に お い て 、 ２ １ は 間 隔 を お い た ２ 列 の 平 行 な 条 材 部 ２ ２ を 含 む 一 体 型 の 昇 降 式
受 台 で あ る 。 受 台 ２ １ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ス テ ン レ ス 製 等 の ２ 列 の 平 行 な 条 材 部
２ ２ を 含 む Ｕ 型 断 面 形 、 ま た は 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 平 板 ２ ３ 上 に ２ 列 の 平 行 な 条 材 部
２ ２ を 設 け た 断 面 形 な ど に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ で は 、 押 付 け 部 材 ９ を 降 下 し て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 入 側 コ ン ベ ア ２ 面 と 出 側 コ ン ベ ア
３ 面 に 押 付 け 、 受 台 ２ １ で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 押 上 げ 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ に 一 定 張 力 を 与
え た 状 態 を 示 し て お り 、 こ の 状 態 で 受 台 ２ １ の 条 材 部 ２ １ ～ ２ １ の 間 の 部 分 で 超 音 波 カ ッ
タ ７ に よ り ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 切 断 を 行 う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
受 台 ２ １ は 、 例 示 し た 形 状 に 限 定 さ れ ず 、 更 に 他 の 形 状 に 構 成 さ れ て 良 い も の で あ る 。 ま
た 、 切 断 装 置 の 他 の 部 分 は 、 従 来 の 装 置 と 同 様 に 構 成 さ れ て 良 く 、 図 １ の 構 成 の 受 台 ２ １
を 、 図 ３ 、 図 ４ の 切 断 装 置 中 に 組 込 ん で 切 断 装 置 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 入 側 コ ン ベ ア ２ 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ 上 へ 送 ら れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の
前 後 を 押 付 け 部 材 ９ に よ り 入 側 コ ン ベ ア ２ 面 及 び 出 側 コ ン ベ ア ３ 面 に 押 付 け 、 受 台 ２ １ を
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上 昇 さ せ て ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ に 一 定 張 力 を 加 え た 場 合 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ は 中 間 部 を 受 台
２ １ の ２ 列 の 平 行 な 条 材 部 ２ ２ ， ２ ２ で 支 持 さ れ 、 条 材 部 ２ ２ ， ２ ２ 間 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料
４ の 下 面 に は 空 間 が 保 た れ る 。 こ の 状 態 の も と で 、 超 音 波 カ ッ タ ７ に よ り 条 材 部 ２ ２ ， ２
２ の 間 で ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ を 矢 印 Ｂ 方 向 に 切 断 す る と 、 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 端
は 空 間 部 内 に 撓 み 自 由 に な り 、 後 部 側 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 先 端 切 り 口 部 に は カ ッ タ 刃 先 ７
ａ に よ る 押 え 圧 縮 変 形 が 生 じ な く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 厚 さ は タ イ ヤ サ イ ズ に よ り 異 な る た め 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ 厚 さ に 応 じ
て 実 験 的 に 適 し た 条 材 部 ２ ２ ， ２ ２ 間 隔 に 形 成 し た 受 台 ２ １ を 用 い る こ と に よ り 、 全 て の
タ イ ヤ サ イ ズ の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ 切 断 に 押 え 圧 縮 変 形 を 回 避 し た 高 精 度 の 切 断 を 行 う こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ は 、 こ の 方 式 で 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 ４ の 切 り 口 形 状 を 示 し 、 全 て の タ イ ヤ サ イ
ズ の 材 料 ４ 切 断 に 安 定 し た 一 様 な 成 果 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ の 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ タ に よ り ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 手
段 の 支 持 位 置 を 外 れ た 位 置 で 切 断 す る と 、 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 端 は 撓 み 自 由 に な
り 、 後 部 側 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 先 端 切 り 口 部 に は カ ッ タ 刃 先 に よ る 押 え 圧 縮 変 形 が 生 じ な く
な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 カ ッ タ を 使 用 し て い る 従 来 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の
切 断 装 置 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 本 発 明 に よ れ ば 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切 断 位 置 の 前 後 を 平 行 な 条 材 で 挟 ん
で 支 持 す る こ と に よ り 、 切 断 時 の ゴ ム タ イ ヤ 材 料 に 掛 か る 荷 重 を 前 後 で 略 均 等 に 切 断 す る
こ と が で き 、 圧 縮 変 形 を 回 避 し た 高 精 度 の 切 断 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 本 発 明 に よ れ ば 、 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 厚 さ に 応 じ て 実 験 に よ り 求 め た 適 切
な 市 販 の 型 材 を 選 択 し 、 安 価 な 型 材 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ５ の 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 カ ッ タ に よ り ゴ ム タ イ ヤ 材 料 を 支 持 手 段 の 支 持
位 置 を 外 れ た 位 置 で 切 断 す る と 、 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 端 は 撓 み 自 由 に な り 、 後 部
側 ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 先 端 切 り 口 部 に は カ ッ タ 刃 先 に よ る 押 え 圧 縮 変 形 が 生 じ な く な っ て 、
圧 縮 変 形 を 回 避 し た 高 精 度 の 切 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に か か る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 切 断 装 置 の 昇 降 式 受 台 部 分 付 近 の 側 面 図
及 び 受 台 の 斜 視 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 昇 降 式 受 台 部 分 付 近 の 側 面 図 、 （ ｂ ） は 受 台 の 一 例 の
斜 視 説 明 図 、 （ ｃ ） は 受 台 の 他 例 の 斜 視 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 態 様 に 係 る 図 １ の 機 構 を 設 け た 装 置 に よ り 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ
材 料 の 切 り 口 形 状 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 切 断 装 置 の 概 要 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 図 ３ の Ｉ Ｖ ～ Ｉ Ｖ 矢 視 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 技 術 に 係 る ゴ ム タ イ ヤ 材 料 切 断 装 置 の 昇 降 式 受 台 部 分 付 近 の 側 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 図 ５ の 機 構 を 設 け た 装 置 に よ り 切 断 さ れ た ゴ ム タ イ ヤ 材 料 の 切
り 口 形 状 を 示 す 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 切 断 装 置
４ … ゴ ム タ イ ヤ 材 料
７ … 超 音 波 カ ッ タ
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２ ２ … 条 材 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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